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１ 勉強会の目的

＜農業経営管理ソフト等と連携した農業経営
統計調査の効率化に関する勉強会＞

最近の農業現場において、農業経営状況に
関する情報を電子データ化し、農業経営管理
の高度化を支援する農業経営管理ソフト等が
急速に普及している。
この状況を踏まえ、農業経営管理ソフト等

により入力された電子データを活用した農業
経営統計調査の効率化の検討を進める。



２

（参考） 勉強会の運営ルール等

○ 勉強会の運営に関わる事務局は、以下の者が担うものとします。
農林水産省大臣官房統計部に設置する農業経営管理ソフト等と連携した農業経営統計調査の効率化に関

する勉強会事務局（以下「統計部事務局」という。）

○ 勉強会は原則非公開とします。ただし、統計部事務局が必要と判断した場合には、勉強会の参加者の御了
解のもとに、全て又は一部を公開とします。また、勉強会の資料についても、原則非公開とします。ただし、統
計部事務局が必要と判断した場合には、勉強会の参加者のご了解のもとに、全て又は一部をホームページ等
に公開する場合があります。

勉強会の運営

参加の取りやめ

○ 勉強会への参加の取りやめを希望する者は、統計部事務局に連絡することにより、参加をとりやめることが
できます。

参加の取消

統計部事務局は、勉強会の参加者が次のいずれかに該当する場合、参加を取り消すことがあります。

○ 統計部事務局の基本的な考え方や、勉強会の運営の基本的な考え方に明らかに反するような行為を行った
と認められるとき。

○ 虚偽の情報を提供するなど、勉強会の参加者又は第三者に不利益をもたらすような行為をしたと認められる
とき。

○ 勉強会の情報について、勉強会の参加者及び統計部事務局の同意なく第三者に開示、提供、譲渡、販売を
したと認められるとき。

○ 法令や公序良俗に反する行為をしたと認められるとき。



２ 勉強会のテーマと検討状況

勉強会の検討テーマ

１．農業経営統計調査に入力情報を活用可能な農業経営管理ソフト等の把握
２．農業経営統計調査の調査項目と農業経営管理ソフト等の入力項目との

ハーモナイゼーションの可能性
３．農業経営管理ソフト等を開発している事業者との農業経営統計調査にお
ける連携可能性

４．その他電子データを活用した農業経営統計調査の効率化等に必要な事項

８回の勉強会を開催し、上記の検討テーマについて議論。

＜ 勉強会の開催実績 ＞
第１回 平成30年11月14日 第５回 令和元年６月26日
第２回 平成31年２月８日 第６回 令和元年10月３日
第３回 平成31年３月26日 第７回 令和２年２月７日
第４回 令和元年５月14日 第８回 令和２年７月28日

３



３ 勉強会における検討結果

４



○ 農林水産省統計部のホームページに、農業経営管理ソフト名等

を掲載した。

３－１ 農業経営統計調査に入力情報を活用可能な農業経
営管理ソフト等の把握

【統計部HPのトップページ】

統計部ホームページのトップ
にリンクを貼り、農業経営統
計調査の回答の際に記入負
担が軽減できる経営管理ソ
フトを掲載

５



農業経営管理ソフト等で把握できる項目と農業経営統計調査と
の対応関係を整理した比較整理表の取りまとめを行い、参加事
業者様と共有した。

農業経営統計調査の調査項目と農業経営管理ソフト等の入力項目 （把
握可能な項目）の共通点について明らかにした。

３－２ 農業経営統計調査の調査項目と農業経営管理ソフト等
の入力項目とのハーモナイゼーション

６

円

備 考備 考

雇 用 労 賃

種 苗 ・ 苗 木

把握状況 把握状況 把握状況 備 考

肥 料 （ 購 入 ）

調 査 項 目
単
位

ａソフト ｂソフト ｃソフト

A社 B社

※ 各事業者様の保秘に係る情報が含まれるため、公開していない。



３－２ 農業経営統計調査の調査項目と農業経営管理ソフト等
の入力項目とのハーモナイゼーション（つづき）

７

比較整理表の検討過程において、項目の設定によるハーモナイ
ゼーションに加え、複数ソフトの組み合わせによるハーモナイゼー
ションの可能性を確認できた。

農業経営統計調査の調査項目と農業経営管理ソフト等の入力
項目のハーモナイゼーションについて、深掘り（複数のソフトの組
み合わせた形での運用等）の検討を進める。



８

３－３ 農業経営管理ソフト等を開発している事業者との農業経
営統計調査における連携可能性

（1）比較整理表を踏まえたマニュアルを作成。

農業経営管理ソフトと農業経営統計調査との対応関係を整理した比較整理
票を踏まえて、農業簿記（ソリマチ様）及び弥生会計（弥生様）に対応したマ
ニュアルを先行して作成した。

〔マニュアルを作成した調査〕（詳細は次ページの別表を参照）

昨年度は、視覚的にも分かりやすいデザインとするため、マニュアル制作の専門
業者に外注し、以下の調査（個別経営）のマニュアルを作成した。

・ 営農類型別経営統計
・ 米生産費統計
・ 小麦生産費統計
・ 牛乳生産費統計
・ 去勢若齢肥育牛生産費統計
・ 肥育豚生産費統計



１．農業経営統計調査 ２．経営分析調査
（１）営農類型別経営統計（個別経営）
（２）営農類型別経営統計（法人経営）
（３）生産費統計

六条大麦
はだか麦
そば
大豆
原料用ばれいしょ
なたね
てんさい
さとうきび
牛乳
去勢若齢肥育牛
乳用雄肥育牛
交雑種肥育牛
子牛

９

別表 マニュアルを作成する調査一覧

農産物

個別経営

米
小 麦
二 条 大 麦
六 条 大 麦
は だ か 麦
そ ば
大 豆
原 料 用 か ん し ょ
原 料 用 ば れ い し ょ
な た ね
て ん さ い
さ と う き び

組織法人
経営

米
小 麦
大 豆

畜産物 個別経営

牛 乳
去 勢 若 齢 肥 育 牛
乳 用 雄 肥 育 牛
交 雑 種 肥 育 牛
子 牛
乳 用 雄 育 成 牛
交 雑 種 育 成 牛
肥 育 豚

二 条 大 麦

六 条 大 麦

は だ か 麦

な た ね

そ ば

原料用ばれいしょ

て ん さ い

さ と う き び

牛 乳

去勢若齢肥育牛

乳 用 雄 肥 育 牛

交 雑 種 肥 育 牛

子 牛

乳 用 雄 育 成 牛

交 雑 種 育 成 牛

肥 育 豚

畜産物

農産物



３－３ 農業経営管理ソフト等を開発している事業者との農業経
営統計調査における連携可能性（つづき）
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（２）今後も継続して、マニュアル作成を進めていく。

今後は、令和２年度末までに、以下のマニュアルを順次作成する。

【農業簿記・弥生会計】

・営農類型別経営統計（法人）
・大豆、そば、さとうきび、育成牛、子牛等の各生産費

【生産原価データ活用サービス（ＮＥＣ様）、アグリノート（ウォーターセル様）】
・営農類型別経営統計（個人、法人）
・米、麦類、大豆、そば、さとうきび等の農産物生産費

【Ｐｏｒｋｅｒ（Eco-Pork様）】
・肥育豚生産費



３－３ 農業経営管理ソフト等を開発している事業者との農業経
営統計調査における連携可能性（つづき）

11

（３）作成したマニュアルはホームページに掲載する予定。

作成したマニュアルは、事業者様別にページを設けて、掲載する予定。
事業者様におかれては、当該ページのURLを、御社ホームページから

リンクできるよう措置を行うこととした。

トップページ



○ 勉強会に参加した事業者から、農業経営管理ソフトに入力された電子
情報を活用して農業経営統計調査を効率化する手法を開発するため、現
在、経営管理ソフトを使用している経営体のデータを活用して調査結果
を取りまとめ、一連の過程を検証するフィージビリティ・スタディ
（「ＦＳ」）を実施してはうかとの提案が示された。

○ 提案を踏まえて、組織法人経営体の生産コストを把握する事例調査で
ある経営分析調査※でＦＳを実施する方向で検討を進めていたが、事務
局の準備不足等により実施に至らず。

12

※ 調査対象品目は、二条大麦、六条大麦、はだか麦、なたね、そば、原料
用ばれいしょ、てんさい、さとうきび、牛乳、去勢若齢肥育牛、乳用雄肥
育牛、交雑種肥育牛、子牛、乳用雄育成牛、交雑種育成牛及び肥育豚

（4） 農業経営管理ソフト等をカスタマイズし、入力データを活用して農業経営統計

調査の取りまとめを行うフィージビリティ・スタディ（「ＦＳ」）の実施に向けて検討。

３－３ 農業経営管理ソフト等事業者と統計部との農業
経営統計調査における連携（つづき）
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【現行の還元メリット】
○ 農業経営統計調査に協力いただいている農業者に対して１年間の経
営状況等のサマリー※を還元している。

【今後考えられる還元メリット】
○ 統計調査で必要な詳細項目を入力することで、全国や地域、同一規
模の平均値との比較・分析が容易になる。

（１） ハーモナイゼーションやフィージビリティ・スタディ（ＦＳ）などの議論を進め

る中で、統計調査の項目と経営管理ソフトの項目を合わせることについて、
「入力者の負担が増えるため、何らかのメリットを示す必要があるのではな
いか」との共通認識を得た。

３－４ その他電子データを活用した農業経営統計調査
の効率化等に必要な事項

※ 還元しているデータ
① 経営収支（収入や支出、生産コスト等）
② 経営概況（面積、頭数、所有する固定資産の状況等）
③ 分析指標（生産単位当たりや労働時間当たりの経営収支等）
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【農業者に対する現地調査】

○ 勉強会参加事業者の発言等を踏まえて、2019年11～12月にかけて、
東京農業大学の内山智裕教授及び当省の職員が、各地に出向いて農業
経営管理ソフト等を利用する農業者（農業経営統計調査の調査客体）
に対する現地調査※を実施。

（２） 農業経営統計調査では、これまでも調査に協力いただいている農業者に
対してデータ還元を行ってきたところであるが、還元資料をより良いものとす
るために、農業者がどういった還元資料を求めているか、そのニーズを把握。

３－４ その他電子データを活用した農業経営統計調査
の効率化等に必要な事項（つづき）

※ 主な調査事項
① 経営管理ソフトについて
② 還元資料に対する意見・要望 等

北海道、茨城、山梨、鹿児島
の８件の農業者に対して実施



・ 優良事例との比較ができないか
例：収益性の高い上位２割の農業者の平均値との比較

・ 同じ地域平均ではなく、他の地域との比較ができないか
例：他の主産地との比較

・ 自分の経営規模と同程度の結果と比較できないか
例：同程度の作付規模平均値との比較

・ 収入や主な経費の数年間の推移の分析
例：要因をコメントとして付したもの・・・ 等

３－４ その他電子データを活用した農業経営統計調査
の効率化等に必要な事項（つづき）

要望されたこと

（３） 現地調査から明らかになったことは以下の通り。
ア 農業者の経営規模、営農等の違いによって、期待される指標は様々。
イ 引き続き、農業者、農業普及組織、有識者からのヒアリング等を通じて、
指標や還元方法等に関する要望把握を継続していく必要。

○ 期待される還元データの要件について更なる検討を進める。
① 他農業者との比較や営農の経年評価となる指標
② 目標設定の指標

15
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○ 勉強会を通じて得られた成果として、既にHPに掲示している「ソフトの紹介」
に加え、ソフトに入力しているデータを調査票へ記入できるようにするためのマ
ニュアルを作成した。今後は、マニュアルをHPに掲載し、調査現場での活用を推
進する。

○ また、本勉強会の最大の成果の一つとして、事業者様、学識者様、統計部の三
者間で顔の見える関係ができたことで、「ネットワークの構築」が行えた。

○ 一方で、今回析出された新たな課題（次頁参照）への対応など、引き続き検討
する事項も残っている。

今後、勉強会に替わる「協議会」（仮称）を立ち上げ、協議会の傘下に専門部会を設置し、
引き続き検討が必要な事項や最新の技術などについて情報交換（年数回）を進めていく。

４ まとめ

上記３点を踏まえ、
１ 課題の検討に当たっては、テーマ別に更なる深掘りを行う。
２ このため、事業者、学識者、統計部以外にも、関係機関等をオブザーバーとし

て招集し、幅広い見地から意見を募る。
このことで、より議論が深まるのではないか。
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勉強会の課題と成果をまとめると、下表のとおり。

４ まとめ（つづき）

成果・新たな課題等

1 　農業経営統計調査に入力情報を活用可能な
農業経営管理ソフト等の把握

　調査の回答の際に記入負担が軽減できるソフトをＨＰで紹介した。（平成30年12月20日）

2 　農業経営統計調査の調査項目と農業経営管
理ソフト等の入力項目とのハーモナイゼー
ションの可能性

　農業経営管理ソフト等で把握できる項目と農業経営統計調査との対応関係を整理した
比較整理表の取りまとめを行い、参加ベンダーに共有した。（令和元年６月）

　農業経営統計調査の調査項目と農業経営管理ソフト等の入力項目のハーモナイゼーション
について、深掘り（複数のソフトと組み合わせた形での運用等）の検討を進めることを確認
した。

3 　農業経営管理ソフト等を開発している事業
者との農業経営統計調査における連携可能性

　比較整理表を踏まえて、農業簿記（ソリマチ様）及び弥生会計（弥生様）に対応した
マニュアルの作成（令和２年７月メド）

　農業経営管理ソフト等をカスタマイズし、入力データを活用して農業経営統計調査の
調査票取りまとめを行うフィージビリティスタディ（ＦＳ）を実施してはどうかとの
意見があったが、事務局準備不足等によりＦＳの実施には至らなかった。

4 　その他電子データを活用した農業経営統計
調査の効率化等に必要な事項

　農業経営統計調査の調査項目と農業経営管理ソフト等の入力項目を合わせること
について、入力者の負担が増えることから、何らかのユーザーメリットを示す必要。

　これを踏まえて、
①　従来より、調査客体向けに提供していた「お宅の経営」等の還元資料の充実
②　ソフトで入力したデータ、統計データを組み合わせた形で比較分析できる経営指標の提供
　等について、さらなる検討を進めてはどうかとの共通認識を得た。

勉強会テーマ



５ 勉強会のあゆみ
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（備考）７月に第８回勉強会をメール開催し、８月までに参加者から随時助言等を得て最終取りまとめを作成

●農業経営統計調査に入力情報

を活用可能な農業経営管理ソフ
ト等の把握

●農業経営統計調査の調査項

目と農業経営管理ソフト等の入
力項目とのハーモナイゼーション
の可能性

●その他電子データを活用した

農業経営統計調査の効率化等に
必要な事項

10月

11月 第1回
○経営管理ソフト等のHP掲載につ
いて事業者様に意向確認

○比較整理表の作成を開始

12月
○農林水産省HPに掲載可能なソフ
トを掲載

２月 第２回
○事務局で比較整理表（案）を取り
まとめて提示

３月 第３回

○農業経営管理ソフト等をカスタマイズ
し、入力データを活用して農業経営統計
調査票取りまとめるフィージビリティスタ
ディを実施してはどうかの意見があり検
討を開始

５月 第４回
○事務局よりソフトの入力データを
調査票に記　入するためのマニュア
ルイメージを提示

○比較整理表の共有 ○マニュアルの作成方針を決定

10月 第６回
○農業者に対するより良いデータ還
元（還元資料）について検討を開始

２月 第７回

○今後も引き続き、各ソフトに対応したマ
ニュアルを作成

○事務局の準備不足等により実施には
至らず。

○引き続き、指標や還元方法等に関する
要望把握を継続

最　終　取　り　ま　と　め
第8回
（備考）

７～８
月

2020
(令和２)

年

2019
(令和元)

年

2018
(平成30)

年

６月 第５回

中　間　取　り　ま　と　め

農林水産省HPで参加者を募集

検討テーマ

年 月 勉強会
●農業経営管理ソフト等を開発している事業者との農業経営統計

調査における連携可能性

提案を踏まえて、

経営分析調査で

実施することを検

討

事務局と事業者様で修

正・最終整理

弥生会計、ソ

リマチに対応

したマニュア

ルを作成

事業者様において、各

ソフトの入力項目と農

業経営統計調査の調

査項目との対応を整理

農業者のニーズを把握

するための現地調査を

実施
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